大阪府工賃向上計画支援事業

工賃引上げ計画シートの記入要領
平成30年4月
一般社団法人エル･チャレンジ福祉事業振興機構
大阪府工賃向上計画支援事業　工賃引上げ計画シートの記入要領案
１．工賃引上げ計画シートで工賃アップ
「工賃引上げ計画シート」は、現状の評価や課題の抽出、今後の売り上げや工賃額の目標と具体的な方法など工賃アップに向けたプロセスを記入していただくもので、工賃向上に向けた取り組みを進める上でたいへん重要なものです。しかし、その内容が曖昧であったり、目指すところが漠然としていれば、具体的な成果を期待することは難しくなります。工賃引上げ計画シートは、計画をつくること自体が目的ではありません。なにをどう書いたらいいのかよくわからないという場合には、事業の相談窓口に遠慮なくご相談ください。
また、工賃の引き上げは事業所全体で取り組むべき課題となることから、関係する多くの人が計画の策定に携わり、共有することにより計画の推進体制を作ることが必要であると考えます。シートの策定にあたっては、担当者のみで考えるのではなく事業所全体で十分に議論してください。
本記入要領では平成３０年度からの工賃引上げ計画シートの記入の仕方について説明します。まずは最後まで目を通していただいてから策定の作業を行ってください。
　
２．工賃引上げ計画シートの記入方法
工賃引上げ計画シートの様式は、A4版で3枚あります。次頁から計画シートの記入例を紹介するとともに記入についての要点を説明しますので確認してください。
これまで工賃の目標額2枚目「工賃の現状と引上げ目標」については、提出後に特に修正をお願いすることが多くありました。
①計画シートを提出した日の属する年度以降は目標額、それ以前の年度は実績額を記入してください。
　＜例＞
　平成30年3月に指定を受けた事業所が、平成30年5月に計画シートを提出する場合は、
　　平成29年度の欄に平成30年3月の実績を記入し、平成30～32年度の欄は目標値を記入ください。
②「のべ人数」の計算方法については以下のとおりとなります。
　　（月額の場合）報告対象年度の各月の工賃支払い対象者の合計です。
＜例＞工賃支払い対象者が、4月15人､5月20人､6月18人､7月15人､8月15人､9月20人、10月
16人、11月19人、12月16人、1月20人、2月15人、3月15人の場合は、
15+20+18+15+15+20+16+19+16+20+15+15＝204人となります。
（時間額の場合）各日の時間毎の工賃（賃金）支払対象者の延べ人数を各日毎に算出します。
工賃引上げ計画シート
提出日　平成30年5　月1日　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　記入者名　工賃　太郎
１-１．事業所の概要
	法人名
	社会福祉法人こうちん福祉会

	事業所名
	こうちん作業所

	(ﾌﾘｶﾞﾅ)

事業所長名
	ｺｳﾁﾝ　ﾀﾛｳ
工賃　太郎

	事業所住所
	〒500-0000

大阪府　〇〇市　△△町　□□-□□

	連絡先
	TEL
	000-000-0000　　

	
	FAX
	000-000-0000

	
	E-mail
	E-mail：kouchin@koujou.ne.jp


	事業所種別
	就労継続支援B型
	就労継続支援A型
	生活介護
	地域活動支援センター
	その他（左以外）

	定員数
	10人
	人
	20人
	人
	人

	利用者数
	11人
	人
	24人
	人
	人


１-２．従たる事業所の概要　＊従たる事業所がない場合は記入不要
	事業所名
	こうちん第２作業所

	事業所住所
	〒500-0000

大阪府　〇〇市▼▼町　□□-□□

	連絡先
	TEL
	000-000-0000　　

	
	FAX
	000-000-0000

	
	E-mail
	E-mail：kouchin-2@koujou.ne.jp


	事業所種別
	就労継続支援B型
	就労継続支援A型
	生活介護
	地域活動支援センター
	その他（左以外）

	定員数
	10人
	人
	人
	人
	人

	利用者数
	8人
	人
	人
	人
	人




２．工賃の現状と引き上げ目標　
	
	平成２９年度
	平成３０年度
	平成３１年度
	平成３２年度

	売上総額
	300,000円
	3,000,000円
	3,500,000円
	3,800,000円

	工賃支払総額　①
	200,000円
	2,000,000円
	2,400,000円
	2,800,000円

	月　額
	のべ人数
②
	22人
	200人
	220人
	240人

	
	平均工賃額　
（①÷②）＊
	9,091円
	10,000円
	10,909円
	11,667円

	時間額
	のべ人数
③
	2200人
	20,000人
	22,000人
	24,000人

	
	平均工賃額
（①÷③）＊
	91円
	100円
	109円
	117円



３．作業内容
	作業名
	作業の内容・主な取引先や販売方法など
	課題と方向性

	下請作業（袋詰め）
	工程が単純なため、多くの人が関われる。
納期を厳しく言われないが作業工賃も低い。
	単価が低いので工賃向上につながらない。
単価のよい仕事に挑戦したい。

	製菓（焼菓子）
	国産の材料と手作りにこだわっている。主な販売場所は地域での定期販売や休日のバザーなど。価格は100円～、リピート客も多い。
	収益性の向上
新しい商品展開

	
	
	

	
	
	

	
	
	


４．工賃向上計画　＊この頁は必要に応じて複写して使用ください
	対象となる作業
（複数可）
	製菓作業等

	前年度の評価
	製菓は年間売上の８割を占める重要な作業です。
ここ数年の売り上げは横ばいでしたが、昨年度は一昨年を下まわる結果となりました。定期の販売での売り上げが少し落ちていることが原因で、事業所として危機感を抱いています。

	目標
	新規販売先の開拓で年間２０万円の売上アップ

	取り組むべき
テーマ
	①営業力の強化　　　②企画力の向上　　　　③経営力の強化　　　④技術力の向上
⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	取り組み

の内容
	■平成３０年度
ここ２-３年をみると新たな販売先も増えていないので売上アップに向けた新しい販路拡大を中心に取り組む　＊毎月の職員会議で販路拡大についての状況を確認して進める

①販売担当者が市内の企業をリストアップして販売の合間に訪問営業を行う

すでに出店をしている企業や事業所の関係者にも知り合いを紹介してもらう
②販売方法等の見直し
リピートのお客様に対しては、電話やフックス、メールでの発注やご自宅までの配達ができるようにする
③年末商品の売上アップ
１２月の販売実績が最も大きいので支援者に昨年より早い時期に年末商品をアピールするチラシをまくなどして販売拡大に努める
■平成３１年度

３０年度の取り組みを継続して行うとともに、新しい魅力的な商品の開発に取り組む

①製造担当者が主になって新商品候補を試作する
　試作品は各月の役員会で試食していただきご意見をいただく

②販売が決まった商品の販促用チラシやポップを作成して商品販売時に配布する

■平成３２年度

平成３０年度、３１年度の取り組みの成果を評価して、さらに改善の余地のあるところについては検討して取り組みをすすめる


	必要となる支援
	


３．工賃引上げ計画の策定について
どのような工賃引上げ計画を策定するのかはそれぞれの事業所によって変わってきますが、できることならより成果の期待できる計画を立てるべきだろうと思います。では成果の期待できる計画を策定するためにはどうすればいいのでしょうか。ここではみなさんが計画をつくられる際に押さえておいていただきたいポイントをお示しします。実際に計画を考える時にちょっと意識をしてみてください。
（１）目標数値を設定する
数字は誰が見ても客観的でわかりやすいものです。例えば、「工賃をできる限りあげよう」というよりも「工賃を平均１，０００円あげよう」という目標の方が計画も考えやすくなります。また、「販路開拓をして販売先を増やそう」というより、「販路開拓をして販売先を３か所増やそう」といった方が、取り組みやすくなるでしょう。取り組む目標を数値化することは計画自体がわかりやすくなり取り組みも考えやすくなるということがわかっていただけるのではないでしょうか。

ただし実際に掲げる数値に意味を持たせることは大切です。意味のない適当な数値を設定すると、折角がんばって目標に到達しても実際に成果を感じることができなかったり、ただ疲れただけになることもあります。目標工賃も高ければ高いほどいいのですが、一方で、達成することが困難な目標はかえってモチベーションを下げてしまうこともあります。自分たちの目指すべきところはどこなのかをしっかりと相談して、適切な数値目標を設定することで計画はいっそう取り組みやすいものになると思います。
（２）5W1Hを意識して考える
5W1Hは、Why（なぜ）、What（なにを）、Who（だれが）、Where（どこで）、When（いつ）、How（どのように）の頭文字をとったものです。情報を他人に伝える時のポイントとしてご存知の人も多いでしょう。この5W1Hは、情報伝達の場面だけでなく、工賃引上げ計画を策定する際にも取り入れてみたらどうでしょう。
例えば、「新しい売れ筋商品をつくる」ということを考えたとします。しかし、これだけでは誰が提案するのか、いつ頃やるのかなど全く曖昧です。「今は忙しいから余裕ができたときにやろう」ということなのかもしれませんが、これでは一年過ぎてできていなかったとしても、今年は忙しかったからまた来年やろうねということになり、いつまでたっても着手できないかもしれません。計画の策定においては、取り組みの責任を決めることが重要で、5W1Hをおさえて計画をつくることでそういったことがわかりやすくなります。
　　　
（３）「課題整理シート」を活用ください
工賃向上計画支援事業のホームページ（http://l-challe.com/kouchin/about/archives/1）からは「課題整理シート」という独自の様式が取得できるようになっています。この課題整理シートは、計画を策定する際に各事業の状況を評価するために活用していただくためのものです。事業所において、事業に取り組む意義は収益性の良し悪しだけではありません。様々な角度から評価を行い、そこから課題を抽出して計画づくりに反映させてください。
◎工賃引上げ計画シート作成についてのお問い合わせ先

一般社団法人エル・チャレンジ福祉事業振興機構

電話：０６―６９４９―３５５１

FAX：０６―６９２０―３５２２
◎工賃引上げ計画シートの提出先

大阪府福祉部障がい福祉室自立支援課
【メール】

jiritsushien-01@gbox.pref.osaka.lg.jp
＊アドレスは半角英数字で＠の前の01は数字です。
【ファックス】

０６－６９４２－７２１５
注意





記入例





↓　直近の数字を入れてください





２か所以上の従たる事業所がある場合は用紙を複写してださい





＊数字はすべて整数。平均工賃額の計算は小数点以下を四捨五入してください。


＊多機能型事業所の場合は、就労継続支援Ｂ型のみの数値を記入してください








記入例





実績額を記入。指定を受けていなかった場合のみ空欄











目標値は空欄がないようにすべて記入





↑　何をしているのかがわかるように





＊工賃向上に向けて改善すべきテーマごとに作成してください





記入例





↓なるべく簡潔で、具体的な言葉で





＊責任者（担当者）や実施時期などを明確にするとより具体的になります





↑「必要となる支援」がない場合は記入不要です








